
株式会社ダイフク

第101回定時株主総会

平成29年6月23日
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監査役会の監査結果ご報告

常勤監査役 黒坂達二郎
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101期 事業報告
連結計算書類
単体計算書類

ご報告事項
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海外 47社

計 56社 （平成29年3月31日時点）

国内 9社

北中米15社 欧州3社 アジア29社

（単体含む）

連結会社
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経済動向

• 中国など新興国は横ばい

• 先進国は緩やかな回復基調

• 米国の通商政策が世界経済の
変動要因として浮上

• 日本経済は緩やかに持ち直し、設備
投資や輸出は底堅さを見せている
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当社業績

• 営業利益

• 経常利益

• 親会社株主に
帰属する
当期純利益

いずれも
過去最高を更新
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当社業績

中長期的な経営目標

営業利益率 ７％ 達成
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当社業績（受注）

一般製造業
流通業向け

半導体・液晶
向け

自動車メーカー
向け

主要分野が
いずれも好調
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101期連結実績

受注高

101期100期

0.8%減

3,594
億円

3,565
億円

売上高

101期100期

4.6%減

3,361
億円

3,208
億円
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当社業績（利益）

• 米国子会社の大幅な収益改善

• ダイフク単体の安定した収益力

• 欧州子会社の黒字転換が寄与
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101期連結実績

営業利益

101期100期

208.7
億円

230.9
億円

10.6%増
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101期連結実績

経常利益

101期100期

219.9
億円

237.6
億円

8.0%増
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101期連結実績

親会社株主に帰属する当期純利益

101期100期

136.5
億円

167.4
億円

22.7%増
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セグメント別の状況

招集ご通知19～21ページ

をご参照ください
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設備投資等の状況

101期100期

42.1
億円

59.0
億円

主に、滋賀事業所の
生産設備の維持更新
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連結貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・49ページ

連結損益計算書・・・・・・・・・・・・・・50ページ

連結株主資本等変動計算書・・・・1ページ

連結注記表・・・・・・・・・・・・・・・・・・2～11ページ

招集ご通知

別冊インターネット開示書類

をご参照ください

連結計算書類
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連結貸借対照表（資産の部）

計：2,960億円 計：3,035億円

流動資産

2,143億円

流動資産

2,224億円

固定資産

817億円

固定資産

810億円

101期100期
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連結貸借対照表（負債・純資産の部）

流動負債

1,150億円

流動負債

1,260億円

固定負債
509億円

固定負債
351億円

純資産

1,301億円

純資産

1,423億円

計1,611
億円

101期100期

計：2,960億円 計：3,035億円
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連結純資産

その他の
包括利益
累計額等
56億円

株主資本

1,236億円

株主資本

1,366億円

その他の
包括利益
累計額等
64億円

101期100期

計：1,301億円
計：1,423億円
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連結株主資本等変動計算書

利益剰余金 株主資本 純資産

945
億円

1,073
億円

1,366
億円1,236

億円

1,423
億円

1,301
億円

101期100期101期 100期 101期100期
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計算書類

貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・51ページ

損益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・52ページ

株主資本等変動計算書・・・・・・・・12ページ

注記表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13～20ページ

招集ご通知

別冊インターネット開示書類

をご参照ください
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単体貸借対照表

計：1,908億円
計：2,032億円

流動資産

1,221
億円

固定資産

811億円

流動負債
698億円

固定負債
190億円

純資産

1,143億円

流動資産

1,134億円

固定資産

773億円

流動負債
542億円

固定負債
329億円

純資産

1,036億
円

101期100期
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単体 101期実績

売上高 営業利益 経常利益

1,720
億円

1,756
億円

137
億円

125
億円

173
億円

155
億円

2.1%増

9.4%増
11.3%増

101期100期101期 100期 101期100期
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当期純利益の連単倍率

単体当期純利益 当期純利益の連単倍率

84
億円

133
億円

57.4%増

100期101期

単体

84
億円

単体

133
億円

1.61倍

連結

136
億円

連結

167
億円

1.26倍

100期 101期
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株主資本等変動計算書

利益剰余金 純資産

101期100期

705
億円

799
億円

101期100期

1,036
億円

1,143
億円
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対処すべき課題について
招集ご通知 22～25ページ

代表取締役社長 北條正樹

ご報告
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中期経営計画
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新中期経営計画
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平成29年3月期

• 売上高 3,208億円

• 総資産 3,035億円

• 時価総額 3,430億円

いずれも

3,000億円超

• 「JPX日経インデックス400」に選定

社債の格付向上などで

企業ステージのさらに上の段階を目指す
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事業環境（商流の変化）

ロジスティクスシステムは
欠かせない社会インフラに

流通革命B to C C to B
（ 企業から消費者へ） （ 消費者から企業へ）
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海外子会社を含めたガバナンス

• 現地密着型経営を推進 ローカル化

• グループ全体のシナジー、
ブランド力を高める

グローバル化

それぞれの地域に根付いた
営業・生産・工事・サービス活動

M&Aでグループ入りした海外子会社を含め
ダイフクブランドの構築、一体感の醸成
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対処すべき課題に対する
具体的な施策



35

お客様が求める
スマート・ロジスティクス

を提供します

IoT
モノのインターネット

ICT
情報通信技術

AI
人工知能

• 開発スピードの加速

• あらゆるプロセスの品質向上・時間短縮

• 物流コストの削減

• 物流時間の短縮

• 物流品質・環境の向上へ
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世界の航空旅客

2015年

35億人

2035年予測

70億人

今後ますます成長が見込めます

空港向けシステムを
第4のコア事業として確立
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• 手荷物向けシステムに加え、
旅客を含めたソフトウエア領域を強化

• 米国、欧州、ニュージーランドの現地法人
の連携を強化

事業規模を拡大

空港向けシステムを
第4のコア事業として確立
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デバイス・ビジネスの立ち上げに注力

非接触充電システム
「D-PAD」

新規事業、新ビジネスモデル
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社会とお客さまの要請に
スピーディーに応える

• ESG（環境、社会、ガバナンス）やCSR（企業の社会的責任）

という視点での評価、要望に応える

• 「働き方改革委員会」を設置
（平成29年4月）



40

平成29年5月20日
創立80周年を迎えました

ダイフク独自のDNAを発展させ
さらなる持続的成長を目指します
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剰余金の配当方針

• 101期期末配当 30円（10円増配、記念配当5円含む）

中間12円と合わせ、年間42円

• 102期 年間配当 47円（内、中間15円）予定
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H19/3期 H20/3期 H21/3期 H22/3期 H23/3期 H24/3期 H25/3期 H26/3期 H27/3期 H28/3期 H29/3期 H30/3期
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47

（予定）
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議 案

取締役10名選任の件
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北條 正樹
猪原 幹夫
岩本 英規
佐藤 誠治
柏木 昇

再任候補

田中 章夫
本田 修一
中島 祥行
下代 博
小澤 義昭
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再任取締役候補

代表取締役社長
社長執行役員

北條 正樹
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再任取締役候補

代表取締役副社長
副社長執行役員

田中 章夫
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再任取締役候補

代表取締役副社長
副社長執行役員

猪原 幹夫
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再任取締役候補

取締役
専務執行役員

本田 修一
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再任取締役候補

取締役
常務執行役員

岩本 英規
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再任取締役候補

取締役
常務執行役員

中島 祥行
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再任取締役候補

取締役
常務執行役員

佐藤 誠治
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再任取締役候補

取締役
常務執行役員

下代 博
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再任取締役候補

社外取締役

柏木 昇
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再任取締役候補

社外取締役

小澤 義昭
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ご出席ありがとう
ございました

これからも宜しく
ご指導、ご鞭撻のほど
お願い申し上げます


